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論
文
と
恋
文

秋
　
山
　
公
　
男

毎
年
四
回
生
の
卒
論
演
習
を
担
当
し

て
い
る
。
そ
し
て
立
場
上
学
生
に
、
卓

れ
た
論
文
と
は
明
確
な
問
題
意
識
を
持

ち
、
論
理
的
な
思
考
と
客
観
的
に
し
て

堅
実
な
論
証
と
を
備
え
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
と
、
到
底
自
分
に

も
出
来
も
し
な
い
こ
と
を
厚
か
ま
し
く

も
説
い
て
い
る
。
自
分
に
出
来
な
い
ま

で
も
、
そ
れ
が
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
だ

と
思
え
れ
ば
ま
だ
気
が
楽
な
の
だ
が
、

近
年
そ
れ
も
少
々
怪
し
く
な
っ
て
き
た
。

昨
今
は
、
不
醇
に
も
、
論
文
も
恋
文
も

似
た
も
の
だ
な
ど
と
思
え
た
り
す
る
。

か
り
に
百
第
の
論
文
を
読
む
と
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
読
ん

で
感
銘
を
覚
え
る
よ
う
な
も
の
は
、
そ

の
う
ち
精
々
四
・
五
篇
に
と
ど
ま
る
。

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
感
銘
の
由
縁
は
と

い
え
ば
、
多
く
の
場
合
客
観
的
な
分
析

や
論
理
的
な
考
証
な
ど
に
は
な
い
。
む

し
ろ
作
品
の
急
所
の
押
え
万
、
読
み
の

セ
ン
ス
、
評
価
の
角
度
な
ど
、
論
者
の

観
点
が
当
方
の
そ
れ
と
ピ
タ
リ
と
符
合

し
琴
線
に
触
れ
だ
と
思
え
る
時
に
感
銘

を
覚
え
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同

好
の
士
、
同
趣
味
の
人
を
発
見
し
た
折

の
感
激
に
似
て
い
る
。

以
前
は
い
わ
ゆ
る
合
理
的
な
論
の
形

成
を
目
標
に
、
万
人
を
説
伏
す
る
気
で

い
た
よ
う
に
思
う
。
現
在
は
そ
ん
な
野

心
は
な
い
。
百
人
の
人
が
読
ん
で
く
れ

だ
と
し
て
、
そ
の
内
一
人
で
も
二
人
で

も
「
同
好
の
士
」
が
あ
っ
て
く
れ
れ
ば

そ
れ
で
本
望
で
あ
る
。
未
知
・
未
見
の

「
同
好
の
士
」
を
念
頭
に
、
想
い
の
た

け
を
陳
べ
る
論
文
は
、
ど
こ
か
恋
文
を

綴
る
行
為
の
無
償
性
に
通
う
も
の
が
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。

例
年
二
月
の
末
に
卒
論
の
試
問
が
あ

る
。
そ
れ
に
備
え
て
、
一
・
二
月
は
相

当
数
の
卒
論
を
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
そ
れ
は
、
苦
痛
ば
か
り
で
は
な

七
二

い
。
学
生
の
論
文
で
あ
れ
、
「
同
好
の

士
」
を
発
見
し
、
我
が
意
を
得
た
折
の

感
激
は
同
じ
で
あ
る
。
む
し
ろ
よ
そ
よ

そ
し
い
活
字
で
は
な
く
、
そ
の
筆
跡
か

ら
直
接
筆
者
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
だ

け
に
、
感
銘
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
そ

れ
が
男
子
学
生
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
祝

杯
の
一
つ
も
挙
げ
た
く
な
る
。
女
子
学

生
で
あ
れ
ば
フ
ト
ド
キ
に
も
、
ア
イ
ジ

ン
に
し
て
も
い
い
な
ど
と
思
っ
た
り
す

る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
近
年
学
者
・
研

究
者
と
称
さ
れ
る
人
々
の
手
に
な
る
著

述
に
感
激
す
る
こ
と
益
々
乏
し
く
な
っ

た
。
逆
に
、
学
生
の
論
文
に
多
く
「
同

好
の
士
」
を
発
見
す
る
。
手
な
れ
た
研

究
者
の
そ
れ
よ
り
、
学
生
の
論
述
の
方

に
よ
り
瑞
々
し
い
感
性
と
、
た
わ
め
ら

れ
ず
に
捉
え
ら
れ
た
作
品
（
文
学
）
　
の

生
命
が
感
受
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
は
、
本
物
の
恋
文
が
発
す
る
熱

が
あ
る
。
賀
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
っ
て

いる。

第
三
十
二
回
大
会

日
時
　
昭
和
六
十
三
年
六
月
十
二
日
（
日
）

自
午
前
十
時
　
至
午
後
五
時
半

場
所
　
立
命
館
大
学
末
用
記
念
会
館

一
研
究
発
表

（午前

司
会
＝
中
村
　
史
・
瀧
本
和
成
）

中
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
の
贈
答
歌

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
昌
子

「
鹿
の
子
餅
」
試
論
－
「
舜
」
の
特
質
富
田
成
美

三
　
総
会

会
長
秋
山
公
男
教
授
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
入

っ
た
。
昭
和
六
十
二
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
決

算
報
告
（
別
項
I
）
お
よ
び
監
査
報
告
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
た
。
次
い
で
六
十
三
年
度
の
活
動
予
定

（
「
論
究
日
本
文
学
」
5
2
号
の
刊
行
な
ど
）
と
予
算

案
（
別
項
Ⅱ
）
の
説
明
が
あ
り
、
審
議
の
の
ち
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
の
改
選
も

行
な
わ
れ
た
。
参
加
者
は
約
六
十
名
余
。
大
会
終

了
後
、
近
く
で
懇
親
会
を
も
っ
た
。

エ
　
会
計
決
算
報
告
（
昭
和
6
2
・
6
～
6
3
・
5
）

収
入
の
部

計
　
　
　
　
　
一
、
九
六
八
、
二
二
〇
円

昭
和
六
十
三
年
度
予
算（昭
6
3
・
6
～
6
4
・
5
）

安
部
公
房
「
砂
の
女
」
論

山
上
　
晋

（午後

司
会
＝
安
森
故
障
・
磯
村
清
隆
）

芥
川
龍
之
介
の
初
期
小
説

－
小
説
表
現
の
自
立
と
イ
ロ
ニ
ー
ー

友
田
悦
生

「
御
裳
濯
河
歌
合
・
宮
河
歌
合
・
兼
好

歌
集
」
の
写
本
に
つ
い
て
　
　
　
中
西
健
治

長
愚
書
麻
呂
応
詔
歌
の
讃
歌
性
　
真
下
　
厚

二
　
講
演

肉
侍
所
神
楽
と
神
楽
歌
の
成
立
　
松
前
　
健

繰
越
金

会
　
費

補
助
金

雑
収
入
計

支
出
の
部

事
業
費

通
信
費

事
務
費

雑
支
出

次
年
度
繰
越

一
、
一
八
六
、
〇
二
〇
円

三
二
、
0
0
0
円

二
五
〇
、
0
0
0
円

二
二
一
、
二
〇
〇
円

一
、
九
六
八
、
二
二
〇
円

五
〇
〇
、
0
0
0
円

一
〇
三
、
八
七
〇
円

二
一
、
五
〇
五
円

一
五
〇
、
八
一
〇
円

一
、
一
九
二
、
〇
三
〇
円

収
入
の
部

予
備
費

会
　
費

補
助
金

雑
収
入
計

支
出
の
部

事
業
費

通
信
費

事
務
費

雑
支
出

予
備
費

計

一
、
一
九
二
、
〇
三
〇
円

（
前
年
度
繰
越
金
）

三
二
〇
、
〇
〇
〇
円

二
九
〇
、
0
0
0
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
、
八
二
二
、
〇
三
〇
円

四
五
〇
、
0
0
0
円

一
二
〇
、
0
0
0
円

五
〇
、
〇
〇
〇
円

二
〇
、
0
0
0
円

一
、
一
八
二
、
〇
三
〇
円

（繰越金）

一
、
八
二
二
、
〇
三
〇
円

Ⅲ
　
昭
和
六
十
三
年
度
役
員

会
　
長
　
秋
山
公
男

評
議
員
　
秋
山
公
男
　
浅
田
　
隆
　
芦
谷
信
和

安
藤
勝
忘
　
磯
村
清
隆
　
上
田
　
博
　
遠
藤
庄

治
　
大
石
征
勝
　
大
橋
滞
秀
　
岡
本
彦
一
尾

七
三


